
１
．
は
じ
め
に 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
て
お
り
、
下
水
道
事
業
で
も
、

一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
市
の
下
水
道

事
業
は
本
市
事
業
全
体
の
電
力
使
用
量
の
２
割
程
度
を
占

め
る
大
口
の
電
力
使
用
者
で
あ
り
、
下
水
道
事
業
の
継
続

性
を
確
保
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
活

用
し
た
先
導
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
稿
で
は
、
大
阪
市
の
下
水
道
事
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
概
要
・
体
系
等
と
と
も
に
、
技
術
開
発
の
動

向
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

 ２
．
大
阪
市
下
水
道
事
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策 

 
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
下
水
道
施
設
が
冠
水
・
機

能
停
止
に
至
る
過
去
に
例
の
な
い
深
刻
な
被
害
が
生
じ
、

震
災
直
後
か
ら
現
地
入
り
し
た
本
市
職
員
は
じ
め
、
多
く

の
機
関
で
は
調
査
・
復
旧
支
援
の
過
程
で
災
害
対
策
に
関

第
五
十
八
回
定
例
研
究
会 

「
下
水
道
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」 

講
演
「
下
水
道
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
阪
市
の
取
り
組
み
」 

大
阪
市
建
設
局 

下
水
道
河
川
部 

水
環
境
課
長
補
佐 

安
井
幹
人 

 



わ
る
様
々
な
経
験
や
知
見
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
国
の
中
央
防
災
会
議
に
よ
る
東
南
海
・
南
海
地

震
に
対
す
る
検
討
等
を
も
と
に
、
本
市
下
水
道
事
業
の
災

害
対
策
の
方
針
と
し
て
、
震
災
発
生
か
ら
半
年
後
の
平
成

２
３
年
９
月

に
「
東
日
本

大
震
災
を
踏

ま
え
た
緊
急

ド

ラ
フ
ト

ver.1.0 

大
阪
市
建
設

局
・
地
震
津

波
対
策
基
本

プ

ラ
ン
案

（

下
水
道

編
）」を
取
り

ま
と
め
ま
し

た
。 

ま
た
、
国
が
設
置
し
た
「
下
水
道
地
震
・
津
波
対
策
技

術
検
討
委
員
会
」
に
よ
る
提
言
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立

型
処
理
施
設
を
目
指
す
こ
と
の
重
要
性
が
う
た
わ
れ
て
お

り
、
本
市
下
水
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
方
向
性
を
示
す

も
の
と
し
て
、
上
記
基
本
プ
ラ
ン
案
の
中
で
「
大
阪
市
下

水
道
・
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
想
」を
掲
げ
、

本
市
下
水
道
事
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
体
系
化

を
行
い
ま
し
た
（
図
１
）。 

本
構
想
で
は
、
施
設
の
改
築
・
更
新
に
併
せ
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
消
化
ガ
ス
や
下
水
汚
泥

等
の
資
源
を
利
用
し
た
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
べ
く
、

技
術
開
発
等
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

 

以
下
に
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
と
し
て
、
①
消
化

ガ
ス
発
電
事
業
、
②
下
水
汚
泥
固
形
燃
料
化
事
業
、
③
冷

暖
房
設
備
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
下
水
熱
利
用
に

つ
い
て
、
ご
報
告
し
ま
す
。 

 



３
．
消
化
ガ
ス
発
電
「
津
守
下
水
処
理
場
消
化
ガ
ス
発
電

設
備
整
備
事
業
」 

 
下
水
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
消
化
ガ
ス
を
燃
料
と
し

て
ガ
ス
発
電
設
備
を
整
備
し
、
下
水
処
理
場
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
津
守
下
水

処
理
場
に
お
い
て

平
成
１
９
年
よ
り
、

消
化
ガ
ス
発
電
事

業
を

P
F

I

手
法

を
も
と
に
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

大
阪
市
で
は
全

１
２
か
所
の
下
水

処
理
場
を
汚
泥
送

泥
用
パ
イ
プ
で
結

び
、
下
水
汚
泥
の

集
約
処
理
を
行
う

こ
と
で
、
設
備
規

模
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
働
か
せ
る
と
と
も
に
、
資
源

の
有
効
利
用
の
効
果
的
な
実
施
を
進
め
て
い
ま
す
（
図―

２
）。
津
守
下
水
処
理
場
で
は
、
近
接
し
た
市
岡
下
水
処
理

場
と
千
島
下
水
処
理
場
の
生
汚
泥
を
合
わ
せ
て
消
化
処
理

し
、
さ
ら
に
民
間
活
力
を
活
用
す
るP

F
I

事
業
と
す
る
こ

と
で
、
消
化
ガ
ス
発
電
が
経

済
的
に
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。 

事
業
期
間
は
１
年
間
の
設

計
・
建
設
の
後
、
運
営
期
間

を
平
成
１
９
年
か
ら
２
０
年

間
の
長
期
契
約
を
特
別
目
的

会
社
（S

P
C

）
と
結
ん
で
い

ま
す
（
図―

３
）。 

 
大
阪
市
は

S
P

C

へ
消
化

ガ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
で
、

従
来
に
比
べ
安
価
に
電
力
と

温
水
の
提
供
を
受
け
、
そ
の



サ
ー
ビ
ス
対

価
を
毎
年
支

払

い
ま
す

（
図―
４
）。 

つ
ま
り
、

ガ
ス
発
電
事

業
を
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
つ
つ

リ
ス
ク
を
評

価
し
、
２
０

年
間
に
わ
た

り
安
定
し
て
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
事
業
費
は
設
計
建
設
で
約
１
８
億
円
、
維
持
管

理
で
約
３
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、P

F
I

事
業
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
資
金
調
達
も

S
P

C

に
よ
り
行
わ
れ
、
大

阪
市
と
し
て
は
一
度
に
多
額
の
予
算
（
起
債
）
を
要
す
る

こ
と
な
く
、
毎
年
の
サ
ー
ビ
ス
対
価
を
支
払
う
こ
と
で
事

業
が
成
り
立
つ
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

事
業
効
果
と
し
て
は
、
行
政
が
自
ら
事
業
を
実
施
し
た

場
合
に
比
べ
、
平
成
２
３
年
度
の
実
績
と
し
て
は
約
６
２

０
０
万
円
の
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

―

５
）。 

 

ま
た
発
電
量
に
つ
い
て
は
、
年
度
途
中
に
事
業
を
開
始

し
た
初
年
度
は

除
き
、
計
画
発

電
量
の
目
標
値

１
３
０
０
万

k
W

h

を
上
回

り
、
か
つ
津
守

下
水
処
理
場
内

の
電
力
量
の
占

め
る
割
合
で
あ

る
計
画
自
給
率

に
つ
い
て
も
、

目
標
値
３
５
％



を
達
成
し
ま
す
（
図―

６
）。
１
３
０
０
万

k
W

h

は
、一
般
家
庭
約
３
０
０
０
世
帯
が
１
年
間
に
使
う

電
力
に
相
当
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
の
観
点
か
ら
は
、
目

標
値 

４
２
０
０t-C

O
₂

/

年
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
こ
れ

は
大
阪
城
公
園
の
７
個
分
に
森
林

が
植
え
ら
れ
た
の
と
同
じ
だ
け
の

C
O

2

を
削
減
に
値
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
消
化
ガ
ス
有
効

利
用
事
業
は
経
済
性
や
環
境
性
を

考
慮
し
た
う
え
で
、
十
分
な
メ
リ

ッ
ト
が
得
ら
れ
、
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
の
消
化
ガ
ス
利
用
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
が
伺
え
ま

す
。 

   

４
． 

汚
泥
固
形
燃
料
化
事
業
「
平
野
下
水
処
理
場
汚
泥
固

形
燃
料
化
事
業
」 

 
大
阪
市
平
野
下
水
処
理
場
で
は
、
汚
泥
の
最
終
処
分
と

し
て
焼
却
炉
を
３
０
年
近
く
利
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
設

備
更
新
に
あ
た
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
一
環
と
し
て
下



水
汚
泥
の
固
形
燃
料
化
事
業
を
選
択
し
、
平
成
２
３
年
４

月
にP

F
I

事
業
と
し
て
契
約
し
、
平
成
２
６
年
４
月
に
供

用
開
始
す
る
予
定
で
す
（
図―

８
）。 

下
水
汚
泥
は
処
理
場
内
の
施
設
に
よ
り
炭
化
燃
料
化
物

に
処
理
さ
れ
た
後
、
石
炭
火
力
発
電
所
に
運
ば
れ
、
石
炭

代
替
燃
料

と
し
て
有

効
利
用
さ

れ
ま
す
。 

消
化
汚

泥
の
炭
化

燃
料
に
は
、

石
炭
の
半

分
ほ
ど
の

十
分
な
熱

量
が
あ
り
、

石
炭
代
替

燃
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
電
力

と
し
て
は
、
一
般
家

庭
約
３
４
０
０
世
帯

分
に
も
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
焼
却
炉
の

燃
焼
温
度
８
５
０
℃

に
比
べ
、
炭
化
炉
は

２
５
０
～
３
５
０
℃

と
低
温
で
処
理
す
る

た
め
、
処
理
の
安
定

化
と
と
も
に
、
炉
の

延
命
化
に
も
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に

も
寄
与
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
石
炭
代
替
燃
料
と
し

て
の
効
果
も
含
め
る
と
、
事
業
全
体
で
は
約
１
１
５
０
０

t-C
O

2
/

年
の
温
室
ガ
ス
抑
制
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
（
図

―

９
）。 



５
．
下
水
熱
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
「
管
路
内
設
置
型
熱

回
収
技
術
を
用
い
た
下
水
熱
利
用
に
関
す
る
実
証
研
究
」 

 
下
水
の
水
温
は
外
気
温
に
比
べ
、
夏
低
く
、
冬
は
高
い

と
い
う
特
性
を
有
し
て
お
り
（
図―

１
０
）、
外
気
と
下
水

の
温
度
差
を
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
外
気
温
を

使
う
通
常
の
冷
暖
房
熱
源
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
可
能

に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
効
率
の
向
上
が
図

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

下
水
熱
の
積
極
的
利

用
に
向
け
、
平
成
２
３

年
４
月
「
都
市
再
生
特

別
措
置
法
」
の
改
定
、

２
４
年
１
２
月
「
都
市

の
低
炭
素
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
等
の
法

令
の
整
備
も
進
み
、
下

水
管
路
を
流
れ
る
未

処
理
下
水
か
ら
直
接

熱
を
回
収
す
る
手
法

の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
大
阪
市

で
は
、
下
水
管
路
の

老
朽
化
・
耐
震
化
対

策
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
管
更
生
工
法

の
更
生
部
材
に
熱
交

換
器
を
設
置
す
る
手

法
の
実
証
実
験
を
海

老
江
下
水
処
理
場
及
び
そ
の
近
接
す
る
下
水
道
科
学
館
で

行
っ
て
い
ま
す
（
図―

１
１
）。 

 
本
件
は
、
国
土
交
通
省
の
下
水
道
革
新
的
技
術
実
証
事

業
（B

-D
A

S
H

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
採
択
さ
れ
、
国
土
技

術
政
策
総
合
研
究
所
の
委
託
事
業
と
し
て
、
民
間
企
業
と

の
共
同
研
究
体
で
実
施
し
て
い
ま
す
（
図―

１
２
）。 



 

本
実
証
実
験
の
概
念
図
を
図―

１
３
に
示
し
ま
す
が
、

本
実
証
技
術
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
下
水
管
路
は
都
市

部
に
面
的
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
熱
需
要
の
あ
る
建

物
近
傍
の
下
水
管
か
ら
熱
回
収
が
可
能
と
な
る
た
め
、
従

来
技
術
（
下
水
処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
の
下
水
管
路
外
で
の

熱
回
収
を
行
う
技
術
）
建
設
費
や
熱
輸

送
の
ロ
ス
の
低
減
が
期
待
で
き
ま
す
。 

 

実
証
施
設
は
処
理
場
内
に
設
置
し
た
下
水
熱
回
収
施
設

か
ら
の
熱
を
、
下
水
道
科
学
館
地
下
１
階
の
空
調
設
備
の

熱
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本

技
術
を
用
い
る
こ
と
で
需
要
と
供
給
の
適
切
な
マ
ッ
チ
ン

グ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

平
成
２
４
年
度
の
実
験
結
果
を
も
と
に

１
０
０k

W
 

規
模
で
の
比
較
評
価
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
今
回
実
証
技
術
の
下
水
熱

（
管
路
内
）
方
式
の
コ
ス
ト
、C

O
2

排
出

削
減
量
に
お
け
る
従
来
技
術
（
下
水
処
理

場
や
ポ
ン
プ
場
の
下
水
管
路
外
で
の
熱
回

収
を
行
う
技
術
）
に
対
す
る
優
位
性
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
（
図―

１
４
）。
本
技
術
は

空
気
熱
源
方
式
に
対
し
て
は
建
設
費
が
高

く
つ
く
も
の
の
、
維
持
管
理
費
の
削
減
効

果
か
ら
、
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
が
確
保
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
（
な
お
下
水
熱



（
管
路
内
）
の

建
設
費
に
は
、

管
更
生
分
は
含

み
ま
せ
ん
）。今

後
も
継
続
的
な

施
設
運
用
に
よ

る
耐
久
性
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
・

維
持
管
理
性
等

の
デ
ー
タ
取
得

や
検
証
を
進
め

て
い
く
予
定
で

す
。 

 

６ 

お
わ
り
に 

本
市
で
は
、
今
後
も
「
大
阪
市
下
水
道
・
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
基
本
構
想
」
の
実
現
に
向
け
、
下
水

道
事
業
に
お
け
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
向
け
た

技
術
開
発
等
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
積
極
的
活
用
に
向
け
た
、P

F
I

ス
キ
ー

ム
等
の
採
用
も
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
お
け
る
未
利
用
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と

転
換
す
る
潜
在
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、
民
間
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
で
、
今
後
も
更
な
る
事
業
の
拡
大
が

期
待
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

（
二
〇
一
三
年
十
一
月
九
日
、
大
阪
市
下
水
道
科
学
館
に
て
） 

 

【
お
詫
び
】 

前
号
（
第
二
四
号
）
で
、」
駒
井
幸
雄
氏
（
大
阪
工
業
大
学
）

「
大
阪
平
野
を
取
り
囲
む
山
々
の
渓
流
水
の
窒
素
濃
度
の
特

徴
」、
新
矢
将
尚
氏
（
大
阪
市
立
環
境
科
学
研
究
所
）「
下
水

道
整
備
に
と
も
な
う
都
市
河
川
水
質
の
変
遷
」
の
二
編
が
、

「
第
五
十
四
回
定
例
研
究
会
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
正

し
く
は
「
第
五
十
五
回
定
例
研
究
会
」
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 


